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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第10期

第３四半期
連結累計期間

第11期
第３四半期
連結累計期間

第10期

会計期間
自　平成29年３月１日

至　平成29年11月30日

自　平成30年３月１日

至　平成30年11月30日

自　平成29年３月１日

至　平成30年２月28日

売上高 （百万円） 514,698 579,022 695,268

経常利益 （百万円） 21,188 21,588 30,923

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 13,092 13,111 17,166

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 13,229 13,067 17,203

純資産額 （百万円） 126,431 139,607 130,482

総資産額 （百万円） 287,124 321,237 292,238

１株当たり四半期（当期）純利益金
額

（円） 125.81 125.89 164.97

潜在株式調整後１株当たり四半期
（当期）純利益金額

（円） 125.66 125.77 164.77

自己資本比率 （％） 43.7 43.2 44.3
 

 

回次
第10期

第３四半期
連結会計期間

第11期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成29年９月１日

至　平成29年11月30日

自　平成30年９月１日

至　平成30年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 32.83 30.85
 

(注) １. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間（平成30年３月１日～平成30年11月30日）におけるわが国の経済は、企業収益や雇用

環境の改善が進み、緩やかな回復基調で推移しています。一方、海外の政治・経済の不確実性や将来不安を背景と

した節約志向により、個人消費は底堅くも力強さに欠ける状況が続いております。

当社グループが主に事業を行うドラッグストア業界は、意欲的な出店等により業界として順調な拡大が続くもの

の、同業他社や異業種を含む競争の激化や人手不足を背景とした人件費の増加、平成30年４月からの調剤報酬改定

もあり、当社グループを取り巻く環境は、依然厳しい状況が続いております。加えて、今夏の記録的な猛暑や豪

雨、冷え込みの遅れなど天候要因も小売業界にとって厳しい状況でありました。

このような状況下におきまして、当社グループは、既存店の改装などウエルシアモデルの積極的な推進、お客様

への安心の提供と利便性向上を目的とした24時間営業店舗の拡大（11月末現在184店舗）、調剤併設店舗の増加（11

月末現在1,244店舗）による調剤売上の伸長等により、既存店の売上高は好調に推移いたしました。また、健康を

キーワードにした商品開発や利便性強化を目的とした弁当・総菜の販売、収納代行サービスの拡大、ネットショッ

ピングなどにご利用いただけるプリぺイド式カードの販売、宅配便ロッカーの設置、決済手段の多様化への対応な

どを積極的に行いました。

平成30年３月１日付で東京都内を中心に出店している株式会社一本堂の株式を取得し、ウエルシアモデルの導入

を進めました。

なお、平成30年12月１日付で化粧品専門店を営む株式会社ＭＡＳＡＹＡの株式を取得し、子会社化いたしまし

た。

出店と閉店につきましては、東北・近畿を重点出店エリアとし、グループ全体83店舗の出店と17店舗を閉店し、

株式会社一本堂の41店舗を加え、当第３四半期連結累計期間末の当社グループの店舗数は1,800店舗となりました。

            （単位：店）

 
前期末店舗数

(平成30年２月28日)

子会社化

による新規

増加店舗数

出店数 閉店数
第３四半期末店舗数

(平成30年11月30日)

ウエルシア薬局（注）１ 1,559 － 73 14 1,618

シミズ薬品 54 － 3 1 56

丸大サクラヰ薬局 74 － 6 1 79

一本堂（注）３ － 41 － － 41

国　内　計 1,687 41 82 16 1,794

毎日鈴商業（上海）（注）２ 4 － － 1 3

Welcia-BHG(Singapore) 2 － 1 － 3

合　　計 1,693 41 83 17 1,800
 

 

(注)１　Ｂ．Ｂ．ＯＮの店舗は、ウエルシア薬局の店舗と併設されているため、ウエルシア薬局の１店舗として計算

　　　　　しております。

２　毎日鈴商業（上海）の第３四半期は、平成30年１月１日から平成30年９月30日であるため、上表の「第３四

半期末店舗数」欄は、平成30年９月30日現在の店舗数を表示しております。

３　平成30年３月１日付で当社が一本堂を株式取得により完全子会社化し、連結子会社としております。

４　上表の「第３四半期末店舗数」のうち調剤取扱店舗は、ウエルシア薬局1,197店舗、シミズ薬品24店舗、丸大

サクラヰ薬局15店舗、一本堂５店舗及びWelcia-BHG(Singapore)３店舗の合計1,244店舗、また、深夜営業店

舗は、ウエルシア薬局1,265店舗、シミズ薬品50店舗及び丸大サクラヰ薬局36店舗の合計1,351店舗となって

おります。
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 また、品目別売上高は、下記の通りとなっております。

区　　分 金額（百万円） 前年同四半期比(%)

医薬品・衛生介護品・ベビー用品・健康食品 121,170 109.3

調剤 95,287 113.3

化粧品 102,128 110.9

家庭用雑貨 86,487 111.4

食品 129,513 115.9

その他 44,436 116.3

合　　計 579,022 112.5
 

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は579,022百万円（前年同四半期比12.5％増）、営業利益19,681

百万円（同0.3％増）、経常利益21,588百万円（同1.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益13,111百万円

（同0.1％増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して28,998百万円増加し、321,237百万

円となりました。これは主に、売掛金が4,095百万円、商品が10,978百万円及び建物及び構築物（純額）が7,156百

万円増加したことによるものです。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末と比較して19,874百万円増加し、181,630百

万円となりました。これは主に、買掛金が11,513百万円及び短期借入金が6,783百万円増加したことによるもので

す。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比較して9,124百万円増加し、139,607百万

円となりました。これは主に、剰余金の配当により利益剰余金が4,400百万円減少したものの親会社株主に帰属する

四半期純利益13,111百万円を計上したことによるものです。

 
(3) 経営方針、経営環境及び対処すべき課題等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針、経営環境及び対処すべき課題等につ

いて重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 247,473,600

計 247,473,600
 

 

②【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成30年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成31年１月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 104,816,838 104,816,838
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株
であります。

計 104,816,838 104,816,838 － －
 

 
 

（注）提出日現在発行数には、平成31年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成30年９月４日 △520 104,816,838 － 7,736 － 36,913
 

（注）平成30年８月15日開催の取締役会決議に基づき、平成30年９月４日付で520株を自己株式消却したことによ

り、提出日現在発行数は104,816,838株となっております。

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成30年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

　　平成30年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
　（自己保有株式）    

　　普通株式　 28,900 － －

完全議決権株式（その他） 　　普通株式 104,675,000 1,046,750 －

単元未満株式 　　普通株式 113,458 － －

発行済株式総数  104,817,358 － －

総株主の議決権 － 1,046,750 －
 

　(注)１「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株(議決権２個)含まれております。

　　　２「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式20株、自己保有株式18株が含まれておりま

　　　　す。

 
②【自己株式等】

　　平成30年11月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数(株)

他人名義所有
株式数(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）      

ウエルシアホール
ディングス株式会社

東京都千代田区外神田
二丁目２番１５号

28,900 － 28,900 0.03

計 － 28,900 － 28,900 0.03
 

(注) 従業員持株ＥＳＯＰ信託の信託財産（所有者名義「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（従業員持株Ｅ

ＳＯＰ信託口）」390,600株及び役員報酬ＢＩＰ信託の信託財産（所有者名義「日本マスタートラスト信託銀

行株式会社（役員報酬ＢＩＰ信託口）」203,016株は、上記の自己株式等に含めておりません。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 
(1) 退任役員

 

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役(社外) ― 竹中　徹
平成30年７月20日
(逝去による退任)

 

　

(2) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性10名　　女性２名 　（役員のうち女性の比率16.7％）
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 
２. 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年９月１日から平成

30年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成30年３月１日から平成30年11月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成30年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 16,481 17,006

  売掛金 23,514 27,610

  商品 76,312 87,291

  その他 13,872 9,726

  貸倒引当金 △1 △2

  流動資産合計 130,180 141,632

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 62,756 69,913

   土地 12,410 12,915

   リース資産（純額） 31,838 34,304

   その他（純額） 6,419 5,962

   有形固定資産合計 113,423 123,095

  無形固定資産   

   のれん 11,813 15,603

   その他 2,417 2,502

   無形固定資産合計 14,230 18,106

  投資その他の資産   

   差入保証金 26,743 30,482

   その他 7,685 7,945

   貸倒引当金 △24 △24

   投資その他の資産合計 34,403 38,402

  固定資産合計 162,058 179,604

 資産合計 292,238 321,237
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成30年２月28日)
当第３四半期連結会計期間

(平成30年11月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 89,127 100,640

  短期借入金 4,436 11,220

  リース債務 4,696 5,074

  未払金 7,252 6,119

  未払法人税等 6,727 2,874

  賞与引当金 601 1,263

  ポイント引当金 4 13

  その他 8,031 12,426

  流動負債合計 120,878 139,632

 固定負債   

  長期借入金 11,355 9,138

  リース債務 16,894 18,793

  資産除去債務 7,005 7,558

  退職給付に係る負債 2,630 3,182

  役員株式給付引当金 178 316

  その他 2,811 3,008

  固定負債合計 40,877 41,997

 負債合計 161,756 181,630

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 7,736 7,736

  資本剰余金 51,667 51,682

  利益剰余金 72,310 81,021

  自己株式 △2,333 △1,866

  株主資本合計 129,381 138,573

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 282 304

  為替換算調整勘定 △4 3

  退職給付に係る調整累計額 △198 △219

  その他の包括利益累計額合計 78 88

 新株予約権 272 236

 非支配株主持分 750 708

 純資産合計 130,482 139,607

負債純資産合計 292,238 321,237
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年11月30日)

売上高 514,698 579,022

売上原価 361,271 405,921

売上総利益 153,427 173,101

販売費及び一般管理費 133,798 153,420

営業利益 19,628 19,681

営業外収益   

 受取利息及び配当金 15 22

 不動産賃貸料 525 589

 協賛金収入 280 497

 その他 1,091 1,182

 営業外収益合計 1,913 2,291

営業外費用   

 支払利息 181 233

 不動産賃貸原価 122 115

 その他 49 34

 営業外費用合計 354 384

経常利益 21,188 21,588

特別利益   

 固定資産売却益 2 23

 投資有価証券売却益 － 41

 受取損害賠償金 9 －

 その他 2 －

 特別利益合計 13 64

特別損失   

 固定資産売却損 28 －

 固定資産除却損 31 196

 減損損失 70 46

 その他 20 40

 特別損失合計 150 283

税金等調整前四半期純利益 21,051 21,369

法人税、住民税及び事業税 7,775 8,390

法人税等調整額 210 △72

法人税等合計 7,985 8,317

四半期純利益 13,066 13,051

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △26 △60

親会社株主に帰属する四半期純利益 13,092 13,111
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年11月30日)

四半期純利益 13,066 13,051

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 64 12

 為替換算調整勘定 76 23

 退職給付に係る調整額 22 △20

 その他の包括利益合計 162 15

四半期包括利益 13,229 13,067

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 13,218 13,111

 非支配株主に係る四半期包括利益 10 △44
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【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のと

おりであります。

 前第３四半期連結累計期間

（自　平成29年３月１日

 至　平成29年11月30日）

当第３四半期連結累計期間

（自　平成30年３月１日

 至　平成30年11月30日）

減価償却費 8,748百万円 9,462百万円

のれんの償却額 942百万円 1,307百万円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自　平成29年３月１日　至　平成29年11月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年4月18日

取締役会（注１）
普通株式 1,676 32.00 平成29年2月28日 平成29年5月8日 利益剰余金

平成29年10月4日

取締役会（注２）
普通株式 1,676 16.00 平成29年8月31日 平成29年11月6日 利益剰余金

 

(注１)　配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託及び株式付与ＥＳＯＰ信託が保有する自社の株式に対する配当

金10百万円が含まれております。

なお、平成29年３月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。上記配当金について

は、当該株式分割前の株式数を基準に配当を実施しております。

(注２)　配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託、株式付与ＥＳＯＰ信託及び役員報酬ＢＩＰ信託が保有する自

社の株式に対する配当金12百万円が含まれております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成30年３月１日　至　平成30年11月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年４月17日

取締役会（注１）
普通株式 2,200 21.00 平成30年２月28日 平成30年５月７日 利益剰余金

平成30年10月３日

取締役会（注２）
普通株式 2,200 21.00 平成30年８月31日 平成30年11月５日 利益剰余金

 

(注１)　配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託、株式付与ＥＳＯＰ信託及び役員報酬ＢＩＰ信託が保有する自

社の株式に対する配当金14百万円が含まれております。

(注２)　配当金の総額には、従業員持株ＥＳＯＰ信託及び役員報酬ＢＩＰ信託が保有する自社の株式に対する配当金

12百万円が含まれております。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、医薬品・調剤・化粧品等を中心とした小売事業の単一セグメントであるため、記載を省略してお

ります。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成29年３月１日
　至　平成29年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成30年３月１日
　至　平成30年11月30日)

（1）１株当たり四半期純利益金額 125円81銭 125円89銭

（算定上の基礎）   
親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円)
13,092 13,111

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
13,092 13,111

普通株式の期中平均株式数（千株） 104,065 104,150

（2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 125円66銭 125円77銭

（算定上の基礎）   
親会社株主に帰属する

四半期純利益調整額（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 124 105

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－  
 

 

(注) 株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金

額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第３四半期連結累計期

間704,398株、当第３四半期連結累計期間637,701株であります。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

　第11期（平成30年３月１日から平成31年２月28日）中間配当については、平成30年10月３日開催の取締役会におい

て、平成30年８月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

① 配当金の総額 2,200百万円

② １株当たりの金額 21円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成30年11月５日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

 

　

平成31年１月９日

ウエルシアホールディングス株式会社

取締役会 御中

 

有限責任監査法人トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   轟　　　 　 一　成 　㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   石　山　健　太　郎 　 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   下　平　　　貴　史 　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているウエルシアホー

ルディングス株式会社の平成30年３月１日から平成31年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成30

年９月１日から平成30年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成30年３月１日から平成30年11月30日まで)に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ウエルシアホールディングス株式会社及び連結子会社の平成30年

11月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じ

させる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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